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香川大学図書館での事例について

2023年12月21日
令和5年度国立大学図書館協会助成事業（中国四国地区）
「一緒にさわって、考えよう！大学図書館の生成AI活用方法」成果共有会



香川大学での生成AIの利用について

•「香川大学における生成AIの使用に関する指針」
→業務運営での使用に制限はない（注意事項）。

•全学FDを2回開催
→どちらかという教員向け。

香川大学 :: 香川大学における生成AI の使用に関する指針 (kagawa-u.ac.jp)
https://www.kagawa-u.ac.jp/ai8/

2023年07月27日

https://www.kagawa-u.ac.jp/ai8/


運用例１：企画の案出し
• 内容
ビブリオバトル開催に当たって景品のある附随企画を実施
（ビブリオバトルと一緒に参加することでポイント獲得）。
条件：①利用者のアクション→②ポイント付与と景品。

令和２年：よみぐすり 令和３年：クリスマス企画



運用例１：企画の案出し
① ②ポイント付与を条件から削除



運用例１：企画の案出し

• 結果：想定していたような具体性のある回答で
は無かった。
→入力が難しい。条件を足しても変化がほぼ
ない。

• 所感：案出しも場合による
→出してもらいたい案の具体的な条件を事前
に絞り込まなければならない。

③後日、条件を絞り込んで再入力。



運用例２：企画ポスター文面の案出し

• 内容
先述の附随企画のポスター文面の案出し。
テーマ：食欲、運動、芸術、読書の秋

※レイアウトは学生スタッフが作成済み

①



運用例２：企画ポスター文面の案出し

②文字制限を拡大、書籍の展示であることを強調 ③文章表現を調整



運用例２：企画ポスター文面の案出し

実際に作成したポスター

• 結果：良い案出しになった。
→文章の語調などゴールがある程度見えて
いたので修正が容易だった。

→案を参考に文面を作成、調整

• 所感：文章或いは抽象的な出力は得意？
→物理的な要素として関わると難しいのか

も。



運用例３：利用者の要望への回答作成

• 内容
分館職員からの依頼。以下要望への回答作成。

「図書館の冷房が集中管理で28℃に設定されており、全く涼しくない。
廊下の方が涼しい時もあるくらいなので、もう少し設定温度を下げて
ほしい。」

→①冷暖房の管理権限の有無、②扇風機の使用の推奨を条件に入力。



運用例３：利用者の要望への回答作成

• 結果：条件を満たした丁寧な回答を出力
→職員案と照らし合わせて修正。

• 所感：定型の無い文章の作成、校正は〇。
→使用中の定型文や様式を変更するとき
にも使えるかも。



• 運用前の生成系AIに対するイメージ
→大抵のことはこなせる存在

• 運用中・運用後の生成系AIのイメージ
→人間側のスキルや事前準備が有用性・安全性に直結する道具

→自分が使いこなせているのは30％位（主観）？

• 今後：文章校正等。

運用後の所感
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